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JR東海は「箱根八里」と呼ばれる研修で新入社員を迎えた
企業の新人研修で体を張るスタイルが見直されている。ダイニチ工業は「30kmウォーク」を3年ぶりに復活。JR東海も約10時間かけて山道を踏破する「箱根八里」で新入社員を迎えた。新型コロナウイルス禍で多くの企業がオンライン研修を導入したが、リアルの熱を共有する手法も見直されている。

4月、JR東海の箱根八里には約500人の新入社員が少数のグループに分かれて参加した。同社の稼ぎ頭、東海道新幹線の駅がある小田原―三島間、標高900メートル程度の道中は急な階段や石畳が続く。約10時間をかけて踏破した新入社員は一様に晴れやかな表情を見せていた。

「疲れた人の荷物を体力に余裕がある人が交代で持った。支えあう心を大事にできた」。参加した新入社員の一人は達成感をにじませた。グループ全員で踏破するという共通の目標に向け、あらかじめペース配分や役割分担の作戦を練り、体力づくりにも励んで出発当日を迎えていた。


ペース配分や役割分担をあらかじめ決め、体力づくりにも励んで当日を迎えた（JR東海の新入社員研修）
区間ごとの到着・出発の予定時刻や休憩時間などを秒単位で管理したのも、時間の正確さを要求される鉄道会社ならでは。JR東海の武田千佳・総合研修センター所長（執行役員）は「多くの人が関わる鉄道事業に欠かせない一体感を得るのが主な目的です」と胸を張った。コンプライアンス（法令順守）を前提に、決して新入社員に無理はさせず、事前の健康診断や山登り中の体調チェックも欠かさないという。

一方、ダイニチ工業の30kmウォークは同社本社を出発し、地図を見ながら目的地まで行き、再び本社へ戻る行程だった。2019年4月以来の開催で、担当者は「新入社員同士で話せていなかった人と話すきっかけになった」と胸をなでおろした。

研修メニューに取り入れたのは1992年。新入社員の坂井優太さんは「1日を通して同期や先輩とコミュニケーションが取れて楽しかった」と満足げに話した。


3年ぶりに開催したダイニチ工業の名物新人研修「30kmウォーク」
学習院大学の竹内倫和教授（組織行動論）は「チームプレーの意識を育てるだけでなく、会社の価値観を伝える効果もある」と話す。個人プレーが中心だった学生時代と異なり、社会人生活は長く続く団体競技。新型コロナ禍でオンライン授業が長く続いた新入社員にも、新鮮に受け止められている。

2010年、大手外食チェーンの合宿研修が「完全にブラック企業」とインターネット上で炎上し、企業の研修内容はソフト路線が主流になった。ただ優しいメニューだけでは「能力のある人には物足りず、今後のキャリアに焦りを感じてしまう」（竹内教授）側面も。過酷な研修は達成感を感じてもらうツールとしても機能している。


ベルトコンベヤーの巻き込み事故などをVRで仮想体験する（西日本メタル、広島県福山市の事業所）
新型コロナ禍を経て、研修メニューはアイデア勝負の様相も強まる。鉄リサイクルの西日本メタル（北九州市）は約3年前、福山事業所（広島県福山市）で仮想現実（VR）を使った研修を導入。VRの動画は寸劇のような構成で、担当者は「新入社員同士、新入社員と既存社員のコミュニケーションを活性化できる」と手応えを語る。

3分程度の動画で技能伝承なら重機の運転席から見た操作方法などを、安全確保ならベルトコンベヤーでの巻き込み事故などを疑似体験してもらう。新入社員からは「仕事への実感がわいた」といった前向きな評価が多いといい、川崎事業所（川崎市）でも同様の研修を取り入れている。

（梅野叶夢、鈴木遊哉、山田健一）

【関連記事】
・成長実感持てない若手社員 「鍛え方」立て直すとき

・うつの発症にウイルスが関係？ 五月病との関連も




